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「
子
ど
も
夢
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
で
フ
ラ
ダ
ン
ス
を
披
露

　

11
月
11
日
、
山
口
市
の
山
口
情
報
芸
術
セ
ン
タ
ー
で
、
山
口
県
総
合
芸
術
文
化
祭
「
子
ど
も
夢
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

が
開
催
さ
れ
、
町
内
７
つ
の
保
育
園
の
園
児
38
名
が
、
フ
ラ
チ
ー
ム
「
大
島
っ
子
」
と
し
て
フ
ラ
ダ
ン
ス
の
発
表
を

行
い
ま
し
た
。
園
児
は
、「
カ
ウ
ル
ヴ
ェ
ル
・
オ
・
ケ
カ
イ
」
と
「
カ
イ
マ
ナ
ヒ
ラ
」
の
２
曲
に
の
せ
て
、
９
月
か

ら
練
習
し
て
き
た
成
果
を
披
露
し
、
そ
の
す
ば
ら
し
い
踊
り
に
、
会
場
は
大
き
な
拍
手
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

子ども達の夢　フラで表現

初めての合同練習
（10 月 30 日、久賀総合センター）

本番前、会場の外でも練習
（山口情報芸術センター）
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周
防
大
島
町
な
が
う
ら
ス
ポ
ー
ツ
滞
在
型
施
設
等
指
定
管
理
者
選
定
委
員
会
（
河
村

誠
治
委
員
長
・
山
口
大
学
経
済
学
部
教
授
）
は
11
月
５
日
、
周
防
大
島
町
な
が
う
ら

ス
ポ
ー
ツ
滞
在
型
施
設
等
（
周
防
大
島
町
長
浦
ス

ポ
ー
ツ
海
浜
ス
ク
エ
ア
・
周
防
大
島
町
グ
リ
ー
ン

ス
テ
イ
な
が
う
ら
）
の
指
定
管
理
者
の
選
定
に
係

る
報
告
書
を
副
町
長
に
提
出
し
ま
し
た
。（
写
真

下
）

　

選
定
委
員
会
の
委
員
は
、
選
定
の
透
明
性
、
公

正
性
を
図
る
た
め
、
大
学
教
授
、
司
法
書
士
、
中

小
企
業
診
断
士
な
ど
す
べ
て
民
間
の
有
識
者
で
構

成
さ
れ
、
施
設
の
優
先
交
渉
権
者
の
選
定
を
行
い

ま
し
た
。

　

町
で
は
、
12
月
議
会
に
お
い
て
、
選
定
さ
れ
た

優
先
交
渉
権
者
の
指
定
議
決
を
受
け
、
施
設
の
指

定
管
理
者
に
指
定
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

周
防
大
島
町
文
化
振
興
会
で
は
、
町
内
の
社

寺
な
ど
に
保
存
さ
れ
て
い
る
棟
札
（
む
な
ふ
だ

／
写
真
中
央
）
の
調
査
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

棟
札
と
は
建
築
主
や
大
工
の
名
前
を
記
し
た

木
製
の
札
で
、
そ
の
建
物
を
い
つ
、
だ
れ
が
建

て
た
の
か
を
知
る
手
が
か
り
に
な
り
ま
す
。

　

周
防
大
島
の
大
工
た
ち
は
、
江
戸
時
代
後
期

か
ら
明
治
・
大
正
の
こ
ろ
に
か
け
て
各
地
へ
出

稼
ぎ
し
、
優
れ
た
技
術
で
高
く
評
価
さ
れ
て
お

り
、
こ
の
た
び
の
調
査
は
、
そ
の
全
貌
を
明
ら

か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

町
内
で
棟
札
や
建
築
に
関
す
る
古
文
書
を
お

持
ち
の
方
は
、
ぜ
ひ
、
文
化
振
興
会
に
情
報
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

■
文
化
振
興
会
事
務
局
／

　

周
防
大
島
町
教
育
委
員
会
内　

☎
７
８
‐
２
２
０
５

文
化
振
興
会
が
社
寺
な
ど
を
調
査

指
定
管
理
者
選
定
委
員
会　

副
町
長
へ
報
告
書
を
提
出

平成 19年のできごと（広報から）
○１月
・23日　周防大島町文化振興会発足。
・30日　宮本常一生誕百年記念事業実行委員
会発足。
○３月
・16日　沖浦地区と和田地区で浄化センター
通水式開催。
・23 日　竜崎温泉潮風の湯入館者 100 万人
達成。
・25日　大島斎場完成。
○４月
・１日　地方自治法の一部改正により副町長
および会計管理者を設置。
・９日　周防大島高校開校。
○５月
・14日　中国銅陵市から友好訪問団来町。
・20日～ 23日
　ハワイの古代カヌーホクレア号来島。町を
あげて歓迎に沸く。
○６月
・９日　Ｂ＆Ｇ海洋センタープールリニュー
アルオープン。
○ 7月
・17日　東和総合支所、星野記念館併設の庁
舎へ移転。
・25 日　星野哲郎記念館オープン記念式典。
星野先生をはじめ歌手や作曲家らが出席し
オープンを祝う。
○８月
・１日　宮本常一生誕百年記念の集い開催。
・10 日　大島地区で地上デジタル放送開始。
23日に地デジ大使のアナウンサーが来町。
・30日　日良居地区・沖浦地区に高速通信の
ＡＤＳＬが開通。
○９月
・14日　世界陸上女子マラソンで活躍の嶋原
清子選手来町。
・28日　カウアイ島に親善訪問。
○ 10月
・１日　スクールバス白木線運行開始。
・６日　宮本常一生誕百年記念事業「鼓童交
流講演」を開催。
○ 11月
・11日　山口県総合芸術文化祭「子ども夢プ
ロジェクト」にフラチーム「大島っ子」出演。
○１２月
・１６日　周防大島町環境センター完成。
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空き家所有者の皆さん「空き家情報有効活用システム」をご利用ください。

○
安
心
し
て
医
療
を
受
け
る
た
め
に

　

日
本
で
は
、
だ
れ
も
が
安
心
し
て
医
療
を

受
け
ら
れ
る
よ
う
に
、
す
べ
て
の
人
が
医
療

保
険
に
加
入
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。（
国

民
皆
保
険
制
度
）
職
場
の
保
険
に
加
入
し
て

い
る
人
と
生
活
保
護
を
受
け
て
い
る
人
以
外

は
国
民
健
康
保
険
に
加
入
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
健
康
だ
か
ら
保
険
証
は
い
ら
な
い
、

病
気
に
な
っ
た
ら
加
入
す
る
、
と
い
っ
た
選

択
を
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

保
険
制
度
は
、
加
入
者
が
保
険
税
（
料
）

を
出
し
合
い
、
医
療
費
に
充
て
る
助
け
合
い

の
制
度
で
す
。
必
ず
加
入
し
ま
し
ょ
う
。

○
退
職
者
医
療
制
度
の
適
用
に
つ
い
て

１　

退
職
本
人
に
該
当
す
る
方

　
（
次
の
条
件
全
て
に
該
当
）

・
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者

　

周
防
大
島
町
で
は
「
空
き
家
」
を
地
域
資

源
と
考
え
、
宅
建
業
協
会
柳
井
支
部
と
協
力

し
て
周
防
大
島
へ
の
定
住
希
望
者
（
Ｕ
Ｊ
Ｉ

タ
ー
ン
）
を
対
象
に
物
件
（
賃
貸
）
の
情
報

管
理
・
紹
介
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
「
空
き
家
」
を
貸
し
た
い
方
は
、
問
い
合

わ
せ
先
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
／

○
担
当
窓
口

　

政
策
企
画
課
地
域
振
興
班

☎
７
４
‐
１
０
０
７

　

ま
た
は
、
各
総
合
支
所
の
窓
口
へ
お
願
い

し
ま
す
。

○
大
島
総
合
支
所
☎
７
４
‐
１
０
０
１

○
久
賀
総
合
支
所
☎
７
９
‐
１
０
０
０

○
橘
総
合
支
所　

☎
７
７
‐
５
５
０
０

○
東
和
総
合
支
所
☎
７
８
‐
１
１
１
０

・
老
人
保
健
制
度
の
適
用
を
受
け
て
い
な
い

方・
厚
生
年
金
や
共
済
年
金
等
の
受
給
者
で
、

加
入
期
間
が
20
年
以
上
ま
た
は
40
歳
以
降
10

年
以
上
あ
る
方

２　

退
職
被
扶
養
者
に
該
当
す
る
方

　
（
次
の
条
件
両
方
に
該
当
）

・
退
職
本
人
の
配
偶
者
（
内
縁
関
係
で
も
可
）

ま
た
は
退
職
本
人
と
同
世
帯
で
、
主
に
そ
の

収
入
に
よ
っ
て
生
活
し
て
い
る
三
親
等
以
内

の
親
族

・
年
間
収
入
が
１
３
０
万
円
未
満
の
方

　

該
当
さ
れ
て
い
る
方
で
、
現
在
一
般
の
国

保
被
保
険
者
証
（
ク
リ
ー
ム
色
）
を
お
持
ち

の
方
は
、
退
職
者
医
療
制
度
加
入
の
手
続
き

を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
／

　

医
療
保
険
課
☎
7
７
‐
５
５
０
２

医
療
保
険
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

【
相　

談
】

　

２
日
前
、
エ
ス
テ
テ
ィ
ッ
ク
サ
ロ
ン
に
行
き
、

無
料
体
験
を
し
、
契
約
を
し
た
が
高
額
な
の
で
解

約
を
申
し
出
た
と
こ
ろ
、
エ
ス
テ
テ
ィ
ッ
ク
サ
ロ

ン
か
ら
施
術
料
の
１
回
分
を
請
求
さ
れ
た
。

【
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
講
座
】

　

契
約
期
間
が
１
か
月
を
超
え
、
契
約
金
額
が

５
万
円
を
超
え
る
エ
ス
テ
テ
ィ
ッ
ク
サ
ー
ビ
ス
は
、

特
定
商
取
引
法
に
よ
り
特
定
継
続
的
役
務
提
供
と

し
て
規
制
さ
れ
て
い
ま
す
。
事
業
者
は
、
契
約
締

結
前
に
概
要
書
面
を
、
契
約
締
結
後
に
遅
滞
な
く

契
約
書
面
を
渡
さ
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。
ま
た
、

契
約
書
面
を
受
け
取
っ
た
日
か
ら
８
日
以
内
で
あ

れ
ば
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
が
で
き
ま
す
。
ク
ー
リ

ン
グ
・
オ
フ
期
間
経
過
後
も
、
将
来
に
向
け
て
、

契
約
を
解
除
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

エ
ス
テ
テ
ィ
ッ
ク
サ
ー
ビ
ス
の
契
約
は
、
契
約

金
額
も
高
額
な
ケ
ー
ス
が
多
く
、
病
気
や
引
っ
越

し
な
ど
、
将
来
想
定
外
の

事
情
で
サ
ー
ビ
ス
が
受
け

ら
れ
な
く
な
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
の
で
、
長
期
間
の

契
約
は
避
け
た
方
が
よ
い

で
し
ょ
う
。

かしこい消費者
エステティックサービスを解約したい
相談は　山口県消費生活センター
　　☎０８３（９２４）０９９９
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今
回
は
高
齢
者
の
食
事
に
つ
い
て
お
伝
え
し
ま
す
。
年
を
と
る

と
「
肉
や
脂
肪
を
控
え
て
」「
野
菜
中
心
に
」
と
思
っ
て
い
る
方
も

多
い
よ
う
で
す
が
、
そ
れ
で
は
必
要
な
栄
養
を
十
分
に
と
る
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
。「
た
く
さ
ん
」
よ
り
も
「
ま
ん
べ
ん
な
く
」
食
べ

て
栄
養
バ
ラ
ン
ス
を
と
り
た
い
も
の
で
す
。
ま
た
適
度
に
水
分
（
１

日
１
・
５
ℓ　

コ
ッ
プ
に
７
〜
８
杯
く
ら
い
が
目
安
）
を
摂
る
よ
う

に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。
紹
介
す
る
献
立
は
、
さ
つ
ま
い
も
の
は
ち

み
つ
チ
ー
ズ
で
す
。
さ
つ
ま
い
も
は
食
物
繊
維
が
豊
富
に
含
ま
れ

ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
が
多
く
加
熱
に
強
い
の
が
特
徴
で
す
。
簡
単
に
作
れ

る
お
や
つ
で
す
の
で
ぜ
ひ
作
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
ね
。

周
防
大
島
町
食
生
活
改
善
推
進
協
議
会
久
賀
支
部　

原
田　

洋
子

１人分の熱量
エネルギー 137kcal
たんぱく質 1.5g
脂質 2.4g
カルシウム 33mg
鉄分 0.6mg
ビタミンＡ 22㎍
ビタミンＢ１ 0.08mg
ビタミンＢ２ 0.04mg
ビタミンＣ 18mg
食物繊維 1.6g
塩分 0g

さつまいもの
はちみつチーズ

材料（４人分） 作り方
さつまいも　　２５０ｇ
干ぶどう　　　　１５ｇ
クリームチーズ　３０ｇ
はちみつ　　　大さじ１

１．さつまいもは皮をとり、３センチ
角に切り水につけてアクを抜きゆでる。
２．クリームチーズを１センチ角に切
る。
３．①のさつまいもが熱いうちに②の
クリームチーズ・干ぶどう・はちみつ
を加え混ぜる。

◎
提
出
の
期
限

　

平
成
20
年
１
月
31
日
㈭

◎
提
出
先

　

税
務
課
課
税
第
２
班

　

各
総
合
支
所
・
出
張
所

　

郵
送
さ
れ
る
場
合
で
、
受
付
印
を
押

し
て
あ
る
償
却
資
産
申
告
書
（
申
告
控
）

の
返
送
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
返
信
用

切
手
を
貼
付
し
た
封
筒
を
必
ず
同
封
し

て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
前
年
度
以
前
か
ら
申
告
し
て

い
る
方
に
は
、
平
成
19
年
度
に
申
告
し

た
償
却
資
産
が
印
刷
さ
れ
て
い
る
償
却

資
産
一
覧
表
を
送
付
し
て
い
ま
す
。
初

め
て
申
告
さ
れ
る
方
で
手
元
に
な
い
方

に
つ
い
て
は
、
こ
ち
ら
か
ら
送
付
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

　

ま
た
、
ご
不
明
な
点
、
詳
し
い
内
容

は
、
税
務
課
課
税
第
２
班
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◎
注
意
点

※
固
定
資
産
税
の
償
却
資
産
は
確
定
申

告
の
減
価
償
却
と
は
別
の
申
告
と
な
り

ま
す
。

※
申
告
書
受
付
後
、
国
税
申
告
書
（
確

定
申
告
）
等
の
調
査
に
よ
り
修
正
申
告

を
し
て
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
申
告
書
の
発
送
に
つ
き
ま
し

て
は
、
12
月
下
旬
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
／

　

税
務
課　

課
税
第
２
班

☎
７
４
‐
１
０
０
８
（
直
通
）

　

毎
年
１
月
１
日
現
在
、
農
業
・
漁
業
、
会
社
や
個
人
で
工
場
・
商

店
な
ど
を
経
営
さ
れ
る
方
で
、
そ
の
事
業
に
用
い
る
機
械
・
器
具
・

備
品
等
の
償
却
資
産
を
お
持
ち
の
方
は
、
毎
年
１
月
31
日
ま
で
に
市

町
村
長
に
申
告
す
る
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。（
地
方
税
法

３
８
３
条
）

※
事
業
を
廃
止
・
休
業
さ
れ
た
場
合
も
申
告
は
必
要
で
す
。

（
固
定
資
産
税
）
償
却
資
産
の
申
告
に
つ
い
て
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道路交通法が一部改正されました
飲酒運転等の罰則強化

飲酒運転を容認・助長等する行為も厳罰に

酒
酔
い
運
転
・
麻
薬
等
運
転

３
年
以
下
の
懲
役
ま
た

は
50 

万
円
以
下
の
罰
金

５
年
以
下
の
懲
役
ま
た

は
１
０
０
万
円
以
下
の

罰
金

改正前改正後
酒
気
帯
び
運
転
・
過
労
運
転
等

１
年
以
下
の
懲
役
ま
た

は
30
万
円
以
下
の
罰
金

３
年
以
下
の
懲
役
ま
た

は
50
万
円
以
下
の
罰
金

改正前改正後

車
両
提
供
の
禁
止

最
高
懲
役
５
年
ま
た
は
最
高

罰
金
１
０
０
万
円

酒
類
提
供
の
禁
止

最
高
懲
役
３
年
ま
た
は
最
高

罰
金
50
万
円

　

飲
酒
運
転
を
す
る
お
そ
れ
の
あ
る

者
に
車
両
を
提
供
し
た
者
に
対
す
る

罰
則

　

飲
酒
運
転
を
す
る

お
そ
れ
の
あ
る
者
に

酒
類
を
提
供
し
た
者

に
対
す
る
罰
則

　

年
末
年
始
は
、
忘
年
会
や
お
正
月
で
飲
酒
の

機
会
が
増
え
ま
す
。「
ち
ょ
っ
と
く
ら
い
な
ら
」

「
大
丈
夫
だ
ろ
う
」
と
安
易
な
気
持
ち
で
ハ
ン

ド
ル
を
握
る
こ
と
が
あ
っ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　　

飲
酒
運
転
に
よ
る
重
大
事
故
は
、
被
害
者
は

も
ち
ろ
ん
加
害
者
に
も
大
変
不
幸
な
こ
と
と
な

り
ま
す
。ま
た
、自
損
事
故
や
物
損
事
故
で
あ
っ

て
も
運
転
免
許
の
取
り
消
し
や
職
場
の
解
雇
な

ど
、
大
き
な
代
償
を
支
払
う
こ
と
に
な
り
、
社

会
的
地
位
を
な
く
す
こ
と
に
も
な
り
ま
す
。

　　

道
路
交
通
法
の
改
正
に
伴
い
、
運
転
す
る
と

知
っ
て
い
な
が
ら
飲
酒
を
勧
め
た
り
、
飲
酒
し

た
人
に
車
を
運
転
さ
せ
た
り
し
た
側
に
も
、
厳

し
い
罰
則
が
科
せ
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。

　　

ま
た
、
刑
法
の
一
部
改
正
に
よ
り
、
車
や
バ

イ
ク
な
ど
の
運
転
で
必
要
な
注
意
を
怠
り
人
を

死
傷
さ
せ
た
場
合
は「
業
務
上
過
失
致
死
傷
罪
」

で
は
な
く
「
自
動
車
運
転
過
失
致
死
傷
罪
」
で

よ
り
厳
し
い
罪
に
問
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
さ
ら
に
、
故
意
に
近
い
状
態
で
悪
質
・
危

険
な
運
転
に
よ
り
人
を
死
傷
さ
せ
る
と
「
危
険

運
転
致
死
傷
罪
」
に
問
わ
れ
ま
す
。

　　

飲
酒
運
転
は
犯
罪
で
す
。
地
域
で
、職
場
で
、

家
庭
で
、
飲
酒
運
転
を
し
な
い
さ
せ
な
い
を
徹

底
し
、
飲
酒
運
転
を
根
絶
し
ま
し
ょ
う
。

乗 る な 飲 む な

な

る

乗

飲

ん

だ

ら
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救
護
義
務
違
反
（
ひ
き
逃
げ
）

罰
則
強
化

５
年
以
下
の
懲
役
ま
た

は
50
万
円
以
下
の
罰
金

10
年
以
下
の
懲
役
ま
た

は
１
０
０
万
円
以
下
の

罰
金

改正前改正後

飲
酒
運
転
車
同
乗
の
禁
止

２
年
以
下
の
懲
役
ま
た
は

30
万
円
以
下
の
罰
金

３
年
以
下
の
懲
役
ま
た
は

50
万
円
以
下
の
罰
金

飲
酒
検
知
拒
否
に
対
す
る

罰
則
強
化

30
万
円
以
下
の
罰
金

３
か
月
以
下
の
懲
役
ま

た
は
50
万
円
以
下
の
罰

金

改正前改正後

　

運
転
者
が
酒
気
を
帯
び
て
い
る
こ

と
を
知
り
な
が
ら
、
車
両
に
乗
せ
て

く
れ
る
よ
う
に
要
求
ま
た
は
依
頼
し

て
、
そ
の
運
転
者
が
飲
酒
運
転
を
す

る
車
両
に
同
乗
し
た
者
に
対
す
る
罰

則

　

運
転
者
が
酒
に
酔
っ
て
い
る
こ
と

を
知
り
な
が
ら
、
自
分
か
ら
要
求
ま

た
は
依
頼
し
て
、
酒
酔
い
運
転
車
両

に
同
乗
し
た
場
合
は
、
よ
り
重
い
罰

則
が
適
用

　

人
身
事
故
を
起
こ
し
た
運
転
者

（
軽
車
両
を
除
く
）
の
救
護
義
務
違

反
（
ひ
き
逃
げ
）
に
対
す
る
罰
則
が

強
化

警
察
官
へ
の
免
許
証
提
示

完
全
義
務
化

　

警
察
官
は
違

反
や
事
故
を
起

こ
し
た
運
転
者

に
対
し
、
引
き

続
き
運
転
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
か

ど
う
か
を
確
認
す
る
た
め
に
必
要
と

認
め
る
と
き
は
、
免
許
証
の
提
示
を

求
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
の
場

合
、
運
転
者
は
免
許
証
を
提
示
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

５
万
円
以
下
の
罰
金

大島警察署
地域交通課　唐樋兼次課長

　平成 19 年 10 月末の周防大
島町内における交通事故発生状
況は、人身事故 78 件で昨年比 30
パーセント増加し、交通事故死亡者数
は３人（昨年比＋２人）、負傷者は 89 人
（昨年比＋ 18 人）と増加傾向にあります。
交通事故の死者数を市町別に人口 10 万人
当たりで換算すると周防大島町は 14.6 人
で、県下でもワースト４と不名誉な状況
になっています。
　事故の特徴としては、国道４３７号（大
島大橋～日良居）、大島環状線（小松地区）
での発生が 53 件と全体の約 68 パーセン
トを占め、また、人身事故全体の約６割
が高齢者関与の事故であり、高齢化率の
高い島内の現状を反映しています。原因
別には、前方不注意・安全不確認等の安
全運転義務違反が 71 件と 91 パーセント
を占めています。
　これから年末・年始を迎え、人・車の
往来も多くなり気分的にも慌しく、これ
に加えて忘年会・新年会で飲酒する機会
も多くなり、交通事故の多発が懸念され
ます。本年は幸い飲酒が起因する重大事
故の発生はありませんが、「飲んだら乗ら
ない、乗るなら飲まない。」を徹底し、飲
酒運転の根絶を図るとともに、歩行者・
ドライバーの皆さんがそれぞれの立場で
交通ルールを守り、無事故で清々しい新
年を迎えていただきたいと思います。

周防大島町の交通情勢
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受
章
・
表
彰

◆
総
務
大
臣
表
彰

　

西
村　

均
さ
ん
（
森
）

　
（
元
東
和
町
監
査
委
員
）

◆
法
務
大
臣
表
彰

　

新
山
玄
雄
さ
ん
（
沖
家
室
）

　
（
保
護
司
）

◆
総
務
大
臣
表
彰

　

中
本
冨
夫
さ
ん
（
日
前
）

　
（
周
防
大
島
町
長
）

◆
農
林
水
産
大
臣
感
謝
状

　

大
野
郁
夫
さ
ん
（
西
安
下
庄
）

　
（
農
業
経
営
統
計
調
査
の
功
績
）

◆
農
林
水
産
大
臣
感
謝
状

　

伊
藤
和
弘
さ
ん
（
和
田
）

　
（
漁
業
経
営
調
査
の
功
績
）

◆
農
林
水
産
大
臣
感
謝
状

　

河
本
宗
好
さ
ん
（
横
見
）

　
（
農
業
経
営
統
計
調
査
の
功
績
）

◆
平
成
19
年
度
山
口
県
農
山
村

振
興
賞
個
人
の
部

　

西
川
孔
子
さ
ん
（
西
安
下
庄
）

（
周
防
大
島
町
生
活
改
善
実
行

グ
ル
ー
プ
連
絡
協
議
会
会
長
・

農
山
漁
村
女
性
連
携
会
議
会

長
・
橘
み
の
り
工
房
役
員
）

◆
30
年
勤
続
体
育
指
導
委
員
表

彰（全
国
体
育
指
導
委
員
研
究
協

議
会
、
11
月
8
日
・
新
潟
市
）

　

岡
村
博
臣
さ
ん
（
久
賀
）

　

福
田
ト
ヨ
子
さ
ん
（
久
賀
）

　

藤
元
巌
男
さ
ん
（
西
屋
代
）

◆
平
成
19
年
度

　

明
る
い
選
挙
啓
発
作
品

○
ポ
ス
タ
ー
の
部

・
文
部
科
学
大
臣
・
総
務
大
臣

　

賞
、
山
口
県
選
挙
管
理
委
員

　

会
委
員
長
賞

　

山
田
星
子
さ
ん

　
（
安
下
庄
小
学
校
２
年
）

◆
平
成
19
年
度
山
口
県
農
山
村

振
興
賞
団
体
の
部

　

周
防
大
島
く
ら
し
体
験
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
（
会
長
：
沖
永
明
子

さ
ん
、
平
成
15
年
度
に
設
立
し
、

都
市
農
村
交
流
を
通
年
で
実

施
。）

◆
平
成
19
年
度
認
定
山
口
県
農

家
生
活
改
善
士

　

中
川
千
代
子
さ
ん
（
久
賀
）

・
山
口
県
選
挙
管
理
委
員
会
委

　

員
長
賞

　

橋
本
秀
幸
く
ん

　
（
久
賀
中
学
校
３
年
）

・
山
口
県
明
る
い
選
挙
推
進
協

　

議
会
会
長
賞

　

山
田　

力
く
ん

　
（
安
下
庄
小
学
校
１
年
）

　

山
本
あ
り
す
さ
ん

　
（
三
蒲
小
学
校
５
年
）

・
佳
作

　

林　

敦
輝
く
ん

　
（
安
下
庄
小
学
校
５
年
）

○
習
字
の
部

・
山
口
県
明
る
い
選
挙
推
進
協

　

議
会
会
長
賞

　

安
井
友
里
さ
ん

　
（
明
新
小
学
校
６
年
）

・
佳
作

　

大
原
聖
奈
さ
ん

　
（
安
下
庄
小
学
校
５
年
）

　

安
井
麻
由
さ
ん

　
（
大
島
中
学
校
１
年
）

◆
中
国
地
方
更
生
保
護
委
員
会

委
員
長
表
彰

　

川
西
恵
史
さ
ん
（
日
見
）

◆
中
国
地
方
保
護
司
連
盟
会
長

表
彰

　

丸
一
治
郎
さ
ん
（
西
方
）

◆
山
口
県
保
護
司
会
連
合
会
長

表
彰

　

田
村
泰
成
さ
ん
（
東
三
蒲
）

　

川
久
保
寛
栄
さ
ん

　
（
東
安
下
庄
）

平成１９年度山口県農林業関係表彰認定式
（11 月 12 日、県庁）
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◆
メ
ダ
ル
栄
光
受
賞

　

大
島
商
船
高
等
専
門
学
校

　

女
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

　

10
月
号
で
も
お
知
ら
せ
し
た

防
災
行
政
無
線
の
整
備
で
現
在

進
ん
で
い
る
の
は
、
屋
外
拡
声

子
局
で
す
。
東
和
地
区
か
ら
始

ま
り
、
久
賀
、
橘
、
大
島
地
区

で
も
工
事
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

東
和
を
除
く
３
地
区
で
は
現

在
使
用
さ
れ
て
い
る
既
設
の
設

備
が
あ
り
、
屋
外
拡
声
子
局
に

お
い
て
は
、
可
能
な
限
り
再
利

用
し
ま
す
。

　

し
か
し
、
長
年
風
雨
に
さ
ら

さ
れ
て
柱
の
一
部
が
傷
ん
で
い

る
も
の
が
あ
り
、
そ
の
箇
所
に

つ
い
て
は
新
し
く
柱
の
建
替
え

を
行
い
ま
す
。
工
事
中
は
付
近

の
皆
さ
ん
に
ご
迷
惑
を
お
か
け

し
ま
す
が
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

○
戸
別
受
信
機

　

今
回
の
整
備
で
は
橘
地
区
を

除
く
他
の
３
地
区
で
初
め
て
戸

別
受
信
機
が
整
備
さ
れ
ま
す
。

　

今
ま
で
は
、
屋
外
の
ス
ピ
ー

カ
ー
か
ら
の
放
送
が
主
だ
っ
た

の
で
、
窓
を
閉
め
た
状
態
や
、

台
風
時
の
よ
う
に
風
向
き
や
雨

風
の
音
で
全
く
聞
こ
え
な
い
場

◆
法
務
大
臣
感
謝
状

　

マ
ウ
ン
テ
ン
マ
ウ
ス

　
（
中
谷
昌
史
さ
ん
、
愛
美
さ
ん
）

　
（
東
安
下
庄
）

◆
商
工
会
青
年
部
全
国
大
会
表

彰
　

大
野
圭
司
さ
ん
（
久
賀
）

　

中
国
・
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
代
表

と
し
て
、「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ

く
り
部
門
」
で
受
賞
。

　

た
だ
し
、
病
院
な
ど
に
入
院

し
家
を
留
守
に
さ
れ
て
い
る
よ

う
な
場
合
は
、
退
院
し
て
家
で

生
活
を
開
始
し
た
時
点
で
貸
与

申
請
書
を
提
出
い
た
だ
け
れ
ば

そ
れ
に
あ
わ
せ
て
取
付
工
事
を

行
い
ま
す
の
で
、
今
回
提
出
の

必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

橘
地
区
に
お
い
て
も
、
デ
ジ

タ
ル
方
式
の
設
備
に
変
更
さ
れ

ま
す
の
で
、
現
在
設
置
さ
れ
て

い
る
戸
別
受
信
機
は
使
え
な
く

な
り
新
た
に
取
り
付
け
工
事
が

必
要
と
な
り
ま
す
。
未
提
出
の

方
は
ご
面
倒
で
す
が
貸
与
申
請

書
の
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
／

　

政
策
企
画
課

☎
７
４
‐
１
０
０
７

合
が
あ
り
ま
し
た
。
戸
別
受
信

機
が
各
世
帯
に
設
置
さ
れ
る
こ

と
に
よ
り
確
実
に
情
報
を
伝
え

る
こ
と
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

特
に
災
害
時
の
緊
急
放
送
で
は

自
動
的
に
最
大
音
量
で
放
送
さ

れ
ま
す
し
、
停
電
の
場
合
も
内

蔵
の
乾
電
池
に
切
り
替
わ
っ
て

放
送
さ
れ
ま
す
の
で
安
心
で

す
。

　

ま
た
、
平
常
時
に
は
町
民
の

皆
さ
ん
に
役
立
つ
情
報
を
提
供

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

○
貸
与
申
請
書

　

戸
別
受
信
機
は
、
町
内
で
生

活
を
し
て
い
る
世
帯
全
て
を
対

象
に
貸
与
し
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
11
月
末
現

在
で
提
出
さ
れ
て
い
な
い
世
帯

が
数
多
く
あ
り
ま
す
。
貸
与
申

請
書
を
提
出
し
て
い
な
い
世
帯

に
は
取
り
付
け
が
で
き
ま
せ
ん

の
で
、
未
提
出
の
世
帯
に
は
町

か
ら
再
度
貸
与
申
請
様
式
を
送

付
し
ま
す
。
貸
与
申
請
書
が
送

付
さ
れ
て
き
た
ら
、
必
要
事
項

を
記
入
し
支
所
お
よ
び
出
張
所

に
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

安
心
の
あ
る
ま
ち　
　

　
　
　

防
災
行
政
無
線
整
備

受
賞

平成 20年版山口県民手帳発売中！
☆予約をしていなくても購入できます。
◆販売期間／
　11月 15日㈭～平成 20年１月 31日㈭
◆販売場所／
　政策企画課、各総合支所・出張所
◆価格／１冊 480円
◆問い合わせ／政策企画課☎７４‐１００７
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11
月
10
日
、
11
日
の
２
日
間
、
町
内
各
地
で
ル
ー
ラ
ル
フ
ェ
ス
タ

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
旬
の
み
か
ん
や
サ
ツ
マ
イ
モ
を
は
じ
め
、
採

れ
た
て
の
野
菜
や
加
工
品
食
品
が
人
気
の
市
で
、
会
場
を
め
ぐ
る
ス

タ
ン
プ
ラ
リ
ー
に
も
多
く
の
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

町
内
で
は
戸
田
青
空
市
、

文
珠
の
里
フ
ェ
ス
タ
（
三
蒲
）、

潮
風
フ
ェ
ス
タ
４
３
７
（
久

賀
）、
お
れ
ん
じ
の
里
フ
ェ
ス

タ
（
土
居
）、
う
み
の
幸
・
や

ま
の
幸
フ
ェ
ス
タ
（
西
方
）

の
５
会
場
で
開
催
。
好
天
に

恵
ま
れ
、
連
日
家
族
連
れ
な

ど
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

と
れ
た
て
新
鮮
ル
ー
ラ
ル
フ
ェ
ス
タ

紅葉の中で屋代湖駅伝

　

晩
秋
の
屋
代
湖
を
タ
ス
キ
で
つ
な
ぐ
屋
代
湖
駅
伝
大

会
が
、
11
月
25
日
、
屋
代
ダ
ム
周
辺
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
寒
さ
も
緩
ん
だ
暖
か
い
日
差
し
の
中
、
小
学
生
か

ら
一
般
ま
で
65
チ
ー
ム
が
出
場
。
小
学
生
と
一
般
女
子

の
部
で
は
屋
代
湖
を
４
区
間
に
分
け
、
中
学
、
高
校
、

一
般
の
部
で
は
屋
代
湖
を
５
周
す
る
コ
ー
ス
を
走
り
ま

し
た
。

潮風フェスタ４３７（久賀）

うみの幸・やまの幸フェスタ
（道の駅サザンセトとうわ）
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人
権
っ
て
な
ん
だ
ろ
う

　

周
防
大
島
で
音
楽
活
動
を
続
け
て
い
る
兄

妹
デ
ュ
オ
、
マ
ウ
ン
テ
ン
マ
ウ
ス
を
モ
デ
ル

に
し
た
小
説
の
完
結
編
が
出
版
さ
れ
、
作
者

の
か
し
わ
哲
さ
ん
が
マ
ウ
ン
テ
ン
マ
ウ
ス
と

と
も
に
町
長
を
訪
問
し
ま
し
た
。
小
説
の
舞

台
は
周
防
大
島
が
モ
デ
ル
で
、
風
景
や
方
言

も
取
り
入
れ
た
楽
し
い
作
品
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

か
し
わ
さ
ん
は
、兄
妹
と
の
出
会
い
を
き
っ

か
け
に
、
周
防
大
島
に
た
び
た
び
取
材
に
訪

れ
小
説
を
執
筆
。
全
国
の
人
に
周
防
大
島
の

こ
と
を
知
っ
て
も
ら
う
き
っ
か
け
に
な
れ
ば

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

周
防
大
島
が
モ
デ
ル　

小
説
の
完
成
を
報
告

　

11
月
27
日
東
京
銀
座
に
お
い
て
、

東
京
大
島
郡
人
会
総
会
（
藤
本
啓
治

会
長
・
土
居
出
身
）
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
同
郡
人
会
は
、
明
治
時
代
に

設
立
と
い
う
長
い
歴
史
を
誇
っ
て
い

ま
す
。
今
総
会
で
１
２
４
回
を
数
え
、

町
か
ら
は
中
本
町
長
、
町
議
会
議
員

さ
ん
が
出
席
。
地
元
選
出
の
国
会
議

員
や
多
数
の
東
京
在
住
者
が
集
ま
り

親
交
を
深
め
ま
し
た
。

　

ま
た
、
町
観
光
協
会
の
皆
さ
ん
に

よ
る
「
み
か
ん
鍋
」
の
試
食
も
あ
り
、

好
評
を
博
し
て
い
ま
し
た
。

東京大島郡人会総会を開催

　

11
月
７
日
、
久
賀
保
育
園
に
人

権
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
人

Ｋ
Ｅ
Ｎ
ま
も
る
君
」「
人
Ｋ
Ｅ
Ｎ
あ

ゆ
み
ち
ゃ
ん
」
が
登
場
。
子
ど
も

達
に
人
権
の
こ
と
を
わ
か
り
や
す

く
知
っ
て
も
ら
お
う
と
、
山
口
地

方
法
務
局
岩
国
支
局
と
地
元
人
権

擁
護
委
員
に
よ
る
人
権
出
前
講
座

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

命
を
大
切
に
す
る
こ
と
、
思
い

や
り
の
心
を
も
っ
て
人
に
接
す
る

こ
と
を
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と
人
権
擁

護
委
員
が
教
え
、
一
人
ひ
と
り
の

人
権
を
守
る
と
い
う
こ
と
の
大
切

さ
を
楽
し
く
学
び
ま
し
た
。

授業で華道を体験

　

11
月
16
日
、
城
山
小
学
校
の
６
年
生
が

華
道
を
体
験
し
ま
し
た
。
伝
統
文
化
を
習

い
日
本
の
良
さ
を
学
ぼ
う
と
授
業
に
取
り

入
れ
て
い
る
も
の
で
す
。
講
師
は
地
元
で

華
道
を
教
え
て
い
る
織
田
満
子
さ
ん
。
ま

ず
子
ど
も
達
に
思
い
思
い
の
花
や
葉
を
選

ん
で
も
ら
い
、
花
器
と
の
色
や
形
の
取
り

合
わ
せ
を
ア
ド
バ
イ
ス
し
ま
し
た
。

　

自
由
な
発
想
で
楽
し
く
生
け
ら
れ
て
い

く
花
を
、「
風
に
な
び
く
よ
う
な
感
じ
で
」

「
赤
を
引
き
立
て
る
に
は
白
い
花
も
う
ま
く

使
っ
て
」
な
ど
わ
か
り
や
す
く
指
導
。
で

き
上
が
っ
た
12
人
の
作
品
は
、
翌
日
の
学

習
発
表
会
で
展
示
さ
れ
ま
し
た
。
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お知らせ 12 月

募
集

周
防
大
島
町
特
定
公
共
賃
貸

住
宅
お
よ
び
町
営
住
宅
の
入

居
者
募
集

○
特
定
公
共
賃
貸
住
宅

■
募
集
戸
数
お
よ
び
場
所
／

周
防
大
島
町
特
定
公
共
賃
貸
住
宅

（
東
和
地
区
沖
家
室
住
宅
）　

１
戸

周
防
大
島
町
特
定
公
共
賃
貸
住
宅

（
東
和
地
区
黒
ノ
元
住
宅
）　

１
戸

周
防
大
島
町
特
定
公
共
賃
貸
住
宅

（
橘
地
区
お
れ
ん
じ
ヒ
ル
ズ
）
２
戸

■
入
居
資
格
／

・
所
得
が
１
か
月
当
り
20
万
円
以

上
60
万
１
千
円
以
下
の
人

・
現
に
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
こ

と
が
明
ら
か
な
人

・
同
居
し
、
ま
た
は
同
居
し
よ
う

と
す
る
親
族
が
あ
る
人

・
自
ら
居
住
す
る
た
め
の
住
宅
を

必
要
と
し
て
い
る
人

・
地
方
税
完
納
者

・
公
営
住
宅
家
賃
完
納
者

※
た
だ
し
、
持
ち
家
の
あ
る
方
は
、

入
居
申
込
み
は
で
き
ま
せ
ん
。
ま

た
、
離
婚
協
議
中
の
方
も
入
居
申

込
み
で
き
ま
せ
ん
。

○
町
営
住
宅

■
募
集
戸
数
お
よ
び
場
所
／

久
賀
地
区
八
幡
住
宅　
　
　

１
戸

久
賀
地
区
八
幡
住
宅

（
高
齢
者
世
帯
向
け
）　　
　

１
戸

久
賀
地
区
向
津
原
上
住
宅　

１
戸

久
賀
地
区
向
津
原
下
住
宅　

２
戸

久
賀
地
区
新
開
第
1
住
宅

（
高
齢
単
身
者
向
け
）　　
　

１
戸

久
賀
地
区
山
下
浜
住
宅　
　

１
戸

橘
地
区
お
れ
ん
じ
ヒ
ル
ズ　

１
戸

橘
地
区
栄
住
宅　
　
　
　
　

２
戸

■
入
居
資
格
／

・
公
営
住
宅
法
で
定
め
る
収
入
基

準
に
該
当
し
て
い
る
方
（
政
令
月

収
で
一
般
世
帯
は
20
万
円
以
下
、

高
齢
者
・
障
害
者
等
の
世
帯
は

26
万
８
千
円
以
下
）

・
久
賀
地
区
八
幡
住
宅
（
高
齢
者

世
帯
向
け
）
は
、
60
歳
以
上
の
方

お
よ
び
そ
の
家
族
か
ら
な
る
世
帯

・
久
賀
地
区
新
開
第
１
住
宅
（
高

齢
単
身
者
向
け
）
は
、
60
歳
以
上

の
方
の
単
身
の
世
帯

・
入
居
し
よ
う
と
す
る
方
が
日
常

生
活
（
歩
行
、
自
炊
お
よ
び
食
事
、

着
脱
衣
、
入
浴
、
排
泄
等
）
に
支

障
が
な
い
程
度
に
健
常
で
あ
る
こ

と・
現
に
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
こ

と
が
明
ら
か
な
人

・
自
ら
居
住
す
る
た
め
の
住
宅
を

必
要
と
し
て
い
る
人

・
60
歳
以
上
の
方
は
単
身
で
も
申

込
み
で
き
ま
す
。

・
地
方
税
完
納
者

※
た
だ
し
、
町
営
住
宅
入
居
者
お

よ
び
持
ち
家
の
あ
る
方
は
、
入
居

申
込
み
は
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、

離
婚
協
議
中
の
方
も
入
居
申
込
み

で
き
ま
せ
ん
。

■
申
込
期
間
／

　

12
月
17
日
㈪
〜
28
日
㈮

■
選
考
方
法
／

　

応
募
者
多
数
の
場
合
は
、
公
開

抽
選
を
し
て
決
定
し
ま
す
。
な
お
、

申
込
締
切
日
に
応
募
の
な
い
住
宅

に
つ
い
て
は
、
４
週
間
に
限
り
先

着
順
で
申
込
み
受
付
を
行
い
ま

す
。

■
家
賃
／
所
得
に
応
じ
て
決
定

■
入
居
予
定
／

　

平
成
20
年
１
月
下
旬

※
申
込
方
法
な
ど
の
詳
し
い
こ

と
は
、
役
場
生
活
衛
生
課
公
営

住
宅
班
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。
な
お
、
応
募
の
要
項
お
よ

び
申
込
書
は
周
防
大
島
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で

き
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
／
生
活
衛
生
課

☎
７
９
‐
１
０
１
０

大
島
商
船
高
等
専
門
学
校
学

生
募
集

■
募
集
人
員
／

・
商
船
学
科　

40
名

・
電
子
機
械
工
学
科　

40
名

・
情
報
工
学
科　

40
名

■
願
書
受
付
期
間
・
試
験
日
／

・
推
薦
に
よ
る
も
の

　

平
成
20
年
１
月
11
日
㈮
〜
16
日

　

㈬
（
試
験
日
１
月
20
日
㈰
）

・
学
力
検
査
に
よ
る
も
の

　

平
成
20
年
２
月
４
日
㈪
〜
13
日

　

㈬
（
試
験
日
２
月
24
日
㈰
）

■
問
い
合
わ
せ
／

　

大
島
商
船
高
等
専
門
学
校

☎
０
８
２
０
（
７
４
）
５
４
７
３

たこあげは電線のないところで！

　たこあげのシーズンになりました。たこあげをする
際には、次のことにご注意ください。
①たこは、近くに電線の通っていない広い場所であげ
てください。
②万一、たこが電線にかかったら、絶対に自分で取ろ
うとしないで、すぐに中国電力へ連絡してください。
③電柱にのぼったり屋根などにあがったりしてたこを
取っている人や、さおなどを使ってたこを取っている
人を見かけたら、危ないのでやめるように注意してく
ださい。
④電線には、絶対に触らないようにしましょう。
◆連絡先
　中国電力株式会社
　フリーダイヤル
　０１２０（６１６）３１７
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相
談

図
書
館
臨
時
職
員
募
集

　

町
内
図
書
館
で
は
、
次
の
と
お

り
臨
時
職
員
を
募
集
し
ま
す
。

■
応
募
資
格
／

・
本
の
好
き
な
方
で
、
図
書
館
事

務
に
興
味
の
あ
る
方

・
簡
単
な
パ
ソ
コ
ン
入
力
が
で
き

る
方

■
採
用
予
定
数
／
大
島
館
、
橘
館
、

　

東
和
館
各
４
名
ず
つ

■
勤
務
時
間
／

　

午
前
９
時
15
分
〜
午
後
６
時

■
募
集
期
間
／

　

12
月
17
日
㈪
〜
平
成
20
年
1
月

　

17
日
㈭

※
履
歴
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

■
問
い
合
わ
せ
／
社
会
教
育
課

☎
７
８
‐
２
２
０
５

　

ま
た
は
最
寄
り
の
教
育
支
所
・

図
書
館
ま
で

柳
井
准
看
護
学
院
生
徒
募
集

■
募
集
人
員
／
20
名

■
出
願
期
間
／

　

平
成
20
年
１
月
７
日
㈪
〜
２
月

　

１
日
㈮

■
試
験
期
日
／

　

平
成
20
年
２
月
９
日
㈯

■
試
験
会
場
／
柳
井
准
看
護
学
院

■
問
い
合
わ
せ
／

　

柳
井
医
師
会
附
属

　

柳
井
准
看
護
学
院

☎
０
８
２
０
（
２
２
）
３
０
２
９

特
設
人
権
相
談
所

■
日
時
／
１
月
９
日
㈬

　

午
前
９
時
30
分
〜
正
午

■
場
所
／
久
賀
総
合
セ
ン
タ
ー

■
担
当
者
／
法
務
局
職
員

　

人
権
擁
護
委
員

※
相
談
内
容
に
つ
い
て
は
秘
密
を

厳
守
し
ま
す
。　

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
／
福
祉
課

☎
７
７
‐
５
５
０
５

自
動
車
保
険
請
求
相
談
セ
ン

タ
ー
の
ご
案
内

　

交
通
事
故
に
遭
わ
れ
た
方
の
た

め
に
専
門
の
相
談
員
・
弁
護
士
が

ご
相
談
に
応
じ
ま
す
。

■
相
談
日
／

　

月
曜
日
〜
金
曜
日
（
祝
日
除
く
）

　

午
前
９
時
〜
正
午

　

午
後
１
時
〜
５
時

Ｑ　裁判はどのような流れで進むのですか？

Ａ　裁判員裁判は次のように進んでいきます。

裁判員制度Ｑ＆Ａ

冒頭手続（法廷）
・被告人の確認（人定質問）
・検察官が起訴状を朗読する
・被告人と弁護人から起訴状に対する言い分を聞く
　（意見陳述）

審理（法廷）
１　証拠調べ手続
・検察官・弁護士が証拠により証明しようとする事実を説
明（冒頭陳述）
・検察官や弁護人が提出した凶器などの物や書類を取調べ、
証人や被告人に対する質問を行う（証拠調べ）
２　弁論手続
・検察官が事実関係や法律的問題などの意見を述べる
　（論告）
・検察官が被告人に与えるべきと考える刑を述べる（求刑）
・弁護人が事実関係や法律的問題などの意見を述べる
　（弁論）
・被告人が意見を述べる（最終陳述）

■
相
談
電
話
番
号
／

☎
０
８
３
（
９
２
５
）
０
９
９
９

■
弁
護
士
相
談
日
／

　

毎
月
第
一
火
曜
日

　

午
後
１
時
〜
４
時

　
（
予
約
制
・
無
料
・
要
面
談
）

■
問
い
合
わ
せ
／

　

山
口
自
動
車
保
険
請
求
相
談
セ

　

ン
タ
ー

☎
０
８
３
（
９
２
５
）
０
９
９
９

評議（評議室）
裁判員と裁判官が話し合い、有罪か無罪か、有罪の場合に
はどのような刑にするか決める。

判決手続（法廷）
裁判官が評議の結果に基づき、被告人に判決を言い渡す。

自
治
医
科
大
学
入
学
者
募
集

■
募
集
人
員
／
１
１
０
名
（
予
定
）

■
願
書
受
付
期
間
／

　

平
成
20
年
１
月
４
日
㈮
〜
22
日

　

㈫
■
第
一
次
試
験
日
／

　

平
成
20
年
１
月
28
日
㈪
（
学
力
）

　

29
日
㈫
（
面
接
）

■
試
験
会
場
／
山
口
県
庁

■
問
い
合
わ
せ
／

　

自
治
医
科
大
学
学
事
課

☎
０
２
８
５
（
５
８
）
７
０
４
５
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お
知
ら
せ

介
護
サ
ー
ビ
ス
情
報
の
公
表

制
度
を
ご
活
用
く
だ
さ
い

○
「
介
護
サ
ー
ビ
ス
情
報
の
公
表
」

制
度
は
、
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

利
用
し
て
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
事

業
所
選
び
を
支
援
す
る
制
度
で

す
。

○
県
内
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業

所
・
施
設
の
サ
ー
ビ
ス
内
容
や
運

営
状
況
に
関
す
る
情
報
を
提
供
し

て
い
ま
す
。

○
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
に
あ
た

り
、
高
齢
者
ご
本
人
を
は
じ
め
、

ご
家
族
や
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
に

も
ご
覧
い
た
だ
き
、
よ
り
自
分
に

あ
っ
た
適
切
な
サ
ー
ビ
ス
や
事
業

所
・
施
設
の
選
択
に
ご
活
用
く
だ

さ
い
。

■
照
会
先
／

　

山
口
県
健
康
福
祉
部

　

長
寿
社
会
課
介
護
保
険
班

☎
０
８
３
（
９
３
３
）
２
７
７
４

h
ttp
://k

a
ig
o
sip
.p
re
f.

yam
aguchi.lg.jp/kaigosip/

島
す
く
ー
る
パ
ソ
コ
ン
教
室

ワ
ー
ド
初
級
開
講

　

八
幡
生
涯
学
習
の
む
ら
で
開
催

し
て
い
る
パ
ソ
コ
ン
教
室
で
は
、

１
月
か
ら
ワ
ー
ド
の
講
習
に
入
り

ま
す
。
ワ
ー
ド
を
初
歩
か
ら
勉
強

し
て
み
た
い
方
、
ぜ
ひ
一
緒
に
始

め
て
み
ま
せ
ん
か
？

■
講
師
／
藤
井
忠
明
さ
ん

　
（
東
和
町
ど
っ
と
こ
む
）

■
内
容
／
ワ
ー
ド
初
級
（
簡
単
な

　

Ａ
4
サ
イ
ズ
の
文
書
作
成
）

■
開
催
日
／

　

平
成
19
年
１
月
９
日
㈬
以
降
の

　

毎
週
水
曜
日

■
時
間
／
午
後
１
時
30
分
〜
３
時

■
期
間
／
平
成
19
年
1
月
〜
３
月

■
受
講
料
／
１
回
１
５
０
０
円

■
受
講
者
数
／
若
干
名
（
先
着
順
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／

　

八
幡
生
涯
学
習
の
む
ら

☎
７
２
‐
２
６
０
１

放
送
大
学

平
成
20
年
４
月
入
学
生
募
集

　

放
送
大
学
は
、
テ
レ
ビ
等
で
授

業
を
行
う
通
信
制
の
大
学
で
す
。

働
き
な
が
ら
学
び
た
い
、
生
涯
学

習
に
興
味
が
あ
る
な
ど
、
様
々
な

目
的
で
幅
広
い
世
代
の
方
が
学
ん

で
い
ま
す
。

　

た
だ
い
ま
平
成
20
年
４
月
入
学

生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
詳
し
い

資
料
を
無
料
で
お
届
け
し
ま
す
の

で
、
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

■
募
集
学
生
／

○
教
養
学
部

皆
様
の
「
昭
和
の
記
憶
」
を
共
有
し
、

次
世
代
に
残
し
ま
し
ょ
う
！

〜
「
昭
和
」
の
写
真
・
映
像
を
募
集
し
て
い
ま
す
〜

　
「
昭
和
」
と
い
え
ば
、
昔
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

で
も
、
こ
の
「
昭
和
」
の
時
代
、
日
本
は 

激
動
の
時
代
で

し
た
し
、も
ち
ろ
ん
周
防
大
島
町
の
様
子
も
が
ら
り
と
変
わ
っ

て
し
ま
っ
た
も
の
、
変
わ
ら
な
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。 

こ
の

周
防
大
島
町
の
「
昭
和
」
の
様
子
を
電
子
的
に
記
録
・
保
管
し
、

大
島
商
船
高
等
専
門
学
校
と 

連
携
し
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
向

け
番
組
を
制
作
す
る
こ
と
に
よ
り
次
世
代
へ
ル
ー
ツ
を
つ
な

げ
る
財
産
と
し
て
残
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
皆
様
が
お
持
ち
の
昭
和
に
撮
影
さ
れ
た
写
真
・

映
像
（
ビ
デ
オ
な
ど
）
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

■
募
集
期
間
／
12
月
17
日
㈪
〜
平
成
20
年
１
月
15
日
㈫

■
提
供
に
あ
た
っ
て
の
お
願
い
／

・
ご
提
供
い
た
だ
い
た
写
真
・
映
像
は
電
子
フ
ァ
イ
ル
に
変

換
し
保
存
さ
れ
た
Ｃ
Ｄ
（
Ｄ
Ｖ
Ｄ
）
と
一
緒
に
返
却
し
ま
す
。

・
ご
提
供
い
た
だ
く
写
真
・
映
像
の
中
に
登
場
す
る
人
物
の

肖
像
権
は
ご
提
供
者
が
解
決
し
て
く
だ
さ
い
。

・
ご
提
供
い
た
だ
く
写
真
・
映
像
を
元
に
作
成
さ
れ
た
加
工

物
の
著
作
権
は
当
方
に
帰
属
す
る
も
の
と
し
ま
す
。

・
ご
提
供
い
た
だ
け
る
写
真
・
映
像
が
あ
る
方
は
問
い
合
わ

せ
先
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
／

　

金
魚
島
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
テ
レ
ビ

☎
７
８
‐
２
０
０
０
（
フ
ァ
ッ
ク
ス
兼
）

Ｅ
メ
ー
ル　

 info@
kingyozim

a.tv

※
こ
の
活
動
に
あ
た
り
、
財
団
法
人
ト
ヨ
タ
財
団
か
ら
支
援

を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

・
全
科
履
修
生

　
（
４
年
以
上
在
学
し
、
学
士
の
学

　

位
取
得
を
目
指
す
方
）

・
選
科
履
修
生

　
（
１
年
間
在
学
し
、
希
望
す
る
科

　

目
の
履
修
を
目
指
す
方
）

・
科
目
履
修
生

　
（
半
年
間
在
学
し
、
希
望
す
る
科

　

目
の
履
修
を
目
指
す
方
）

○
大
学
院

・
修
士
選
科
生

　
（
１
年
間
在
学
し
、
希
望
す
る
科

　

目
の
履
修
を
目
指
す
方
）

・
修
士
科
目
生

　
（
半
年
間
在
学
し
、
希
望
す
る
科

　

目
の
履
修
を
目
指
す
方
）

■
受
付
期
間
／

　

12
月
15
日
㈯
〜
平
成
20
年
2
月

　

29
日
㈮

■
資
料
請
求
（
無
料
）・
問
い
合
わ

せ
／

〒
７
５
６
‐
０
８
８
４

　

山
陽
小
野
田
市
大
学
通
り

　

１
‐
１
‐
１

　
（
山
口
東
京
理
科
大
構
内
）

　

放
送
大
学
山
口
学
習
セ
ン
タ
ー

☎
０
８
３
６
（
８
８
）
３
０
２
０

○
放
送
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

http://w
w
w
.u-air.ac.jp

※
な
お
、
視
聴
用
ビ
デ
オ
・
Ｃ
Ｄ

は
久
賀
図
書
館
に
配
備
さ
れ
て
い

ま
す
の
で
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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11
月
か
ら「
め
ざ
ま
し
ご
は
ん
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」

が
始
ま
り
ま
し
た

　　
「
食
」
は
「
い
の
ち
」
を
支
え
る
源
で
あ
り
、
一
日
た

り
と
も
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
生
活
の
基
本
で
す
。

　

朝
ご
は
ん
を
食
べ
な
い
と
、
体
温
が
低
い
ま
ま
で
、

あ
く
び
が
出
た
り
眠
く
な
っ
た
り
し
て
集
中
力
が
出
ま

せ
ん
。
活
力
あ
る
一
日
を
過
ご
す
た
め
に
は
、
日
本
の

気
候
風
土
に
適
し
た
米
を
中
心
に
農
作
物
、
畜
産
物
、
水
産
物
等
多
様
な

副
食
か
ら
構
成
さ
れ
、
栄
養
バ
ラ
ン
ス
に
優
れ
た
「
日
本
型
食
生
活
」
を

意
識
し
た
朝
ご
は
ん
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　

今
、
日
本
の
食
料
自
給
率
は
39
パ
ー
セ
ン
ト
と
先
進
国
で
は
最
も
低
い

数
値
と
な
っ
て
お
り
、
日
本
の
食
料
の
約
６
割
が
外
国
か
ら
の
食
料
輸
入

で
ま
か
な
わ
れ
て
い
ま
す
。
食
料
自
給
率
低
下
の
要
因
の
ひ
と
つ
に
、
お

米
の
消
費
が
減
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、山
口
農
政
事
務
所
で
は
「
め
ざ
ま
し
ご
は
ん
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」

と
し
て
、
米
の
消
費
拡
大
を
核
と
し
た
地
産
池
消
に
よ
る
朝
ご
は
ん
を
推

進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

地
元
の
食
材
を
積
極
的
に
消
費
す
る
地
産
池
消
を
拡
大
し
て
い
く
こ
と

が
、
山
口
県
の
「
食
」
と
「
農
業
」
を
守
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

皆
様
方
に
も
、
米
や
野
菜
・
魚
・
肉
な
ど
地
元
の
食
材
の
積
極
的
な
活

用
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
中
国
四
国
農
政
局
山
口
農
政
事
務
所
☎
０
８
３
（
９
２
２
）
７
９
２
６

年末年始
休業・営業のご案内

○潮風呂保養館
☎０８２０（７９）００２１
・年末年始は平常通り営業。
※１月１日㈫も営業します。

○竜崎温泉潮風の湯
☎０８２０（７７）１２３４
・休業日
　12月 31日㈪、1月 7日㈪
・マイクロバスの運休
　1月１日㈫～ 1月 4日㈮

○竜崎温泉温水プール
☎０８２０（７７）１２３４
・休業日
　12月 29日㈯～１月３日㈭
・マイクロバスの運休
　1月１日㈫～ 1月 4日㈮

○片添ケ浜温泉遊湯ランド
☎０８２０（７８）２２２６
・休業日
　12月 30日㈰～ 31日㈪、
　1月 2日㈬
・マイクロバスの運休
　１月 3日㈭
　元旦は初湯につかり、初日の
出を眺めていただくため、午前
７時から午後２時まで営業しま
す。また、先着順にぜんざいを
無料サービスします。

○星野哲郎記念館
☎０８２０（７８）０３６５
・年末年始（12 月 29 日㈯～１
月３日㈭）も開館します。
・休業日（振替休日）
　１月４日㈮

農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名

簿
の
登
載
申
請
に
つ
い
て

　

農
業
委
員
会
委
員
の
選
挙
人
名

簿
は
、
選
挙
管
理
委
員
会
が
有
権

者
（
農
業
従
事
者
）
か
ら
の
申
請

に
基
づ
い
て
毎
年
１
月
１
日
現
在

に
よ
り
、
そ
の
選
挙
資
格
を
調
査

し
、
調
製
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
毎
年
一
定
時
期
を

基
準
と
し
て
選
挙
権
を
有
す
る
者

を
登
録
し
、
名
簿
確
定
後
は
一
定

期
間
据
え
置
い
て
、
そ
の
期
間
に

行
わ
れ
る
農
業
委
員
会
の
委
員
に

関
す
る
す
べ
て
の
選
挙
に
用
い
ら

れ
る
選
挙
人
名
簿
の
こ
と
を
「
定

時
調
製
名
簿
」
と
い
い
ま
す
。

　

今
回
作
ら
れ
る
名
簿
に
の
っ
て

な
い
と
、
今
後
１
年
間
は
農
業
委

員
会
の
委
員
に
関
す
る
選
挙
へ
の

投
票
や
リ
コ
ー
ル
の
請
求
も
で
き

ま
せ
ん
の
で
、該
当
さ
れ
る
方
（
周

防
大
島
町
に
住
所
を
有
す
る
年
齢

満
20
歳
以
上
で
10
ア
ー
ル
以
上
の

農
地
を
耕
作
し
て
い
る
者
等
）
は
、

こ
の
広
報
と
同
時
に
配
布
さ
れ
て

い
る
農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名

簿
登
載
申
請
書
を
平
成
20
年
１
月

10
日
ま
で
に
農
業
委
員
会
（
久
賀

庁
舎
内
）
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

（
お
近
く
の
行
政
連
絡
員
さ
ん
や

各
総
合
支
所
・
出
張
所
を
通
じ
て

提
出
さ
れ
て
も
け
っ
こ
う
で
す
。

行
政
連
絡
員
さ
ん
を
通
じ
て
提
出

さ
れ
る
場
合
は
早
め
に
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。）

　

な
お
、
国
会
議
員
の
選
挙
や
県
、

町
の
議
会
の
議
員
や
長
の
選
挙
の

際
に
使
わ
れ
る
選
挙
人
名
簿
は
、

農
業
委
員
会
委
員
の
選
挙
人
名
簿

と
は
違
っ
て
、
住
民
基
本
台
帳
に

基
づ
い
て
、
選
挙
管
理
委
員
会
が

調
製
、保
管
す
る
名
簿
で
す
。
い
っ

た
ん
登
録
さ
れ
る
と
、
他
の
市
町

村
に
転
出
し
て
４
箇
月
を
経
過
し

た
と
き
、
死
亡
し
た
と
き
以
外
に

は
抹
消
さ
れ
る
こ
と
が
な
く
、
永

久
に
有
効
な
た
め
「
永
久
選
挙
人

名
簿
」
と
も
呼
ば
れ
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
／
農
業
委
員
会

☎
７
９
‐
１
０
０
２

　

選
挙
管
理
委
員
会

☎
７
４
‐
１
０
０
０

伊
保
田
港
フ
ェ
リ
ー
発
着
時

刻
の
変
更
に
つ
い
て

　

平
成
20
年
2
月
11
日
㈪
か
ら
２

月
27
日
㈬
ま
で
、
伊
保
田
港
発
着

の
フ
ェ
リ
ー
の
時
刻
が
次
の
と
お

り
変
更
に
な
り
ま
す
。

活力ある一日は
朝ごはんから

柳井港発 伊保田港発 三津浜港着
00：30 01：49 03：00
07：35 08：54 10：05
12：55 14：14 15：25
18：25 19：44 20：55

　

ま
た
、「
し
ら
き
さ
ん
」
ド
ッ
ク

の
た
め
、
平
成
20
年
２
月
28
日
㈭

伊
保
田
港
発
の
０
時
９
分
三
津
浜

行
き
か
ら
３
月
６
日
㈭
０
時
９
分

三
津
浜
行
き
の
便
ま
で
運
休
と
な

り
ま
す
の
で
、
伊
保
田
港
に
は
寄

港
し
ま
せ
ん
。

■
問
い
合
わ
せ
／
周
防
大
島
松
山

　

フ
ェ
リ
ー
株
式
会
社

☎
７
５
‐
１
５
７
５ 三津浜港発 伊保田港発 柳井港着

03：40 04：56 06：10
10：15 11：31 12：45
15：45 17：01 18：15
21：30 22：46 00：00
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お お し ま 警

察

署

だ

よ

り

みんなで　つくろう　安心大島

催
し

公
開
講
座「
ゆ
め
ほ
っ
ぺ（
せ

と
み
）
の
収
穫
・
貯
蔵
技
術
」

研
修
会

■
日
時
／
１
月
10
日
㈭

　

午
後
1
時
〜
午
後
３
時

■
場
所
／
大
島
柑
き
つ
試
験
場

■
内
容
／

○
収
穫
・
貯
蔵
方
法
の
講
義

○
省
力
貯
蔵
お
よ
び
管
理
方
法
の

実
演

■
問
い
合
わ
せ
／

　

大
島
柑
き
つ
試
験
場

☎
７
７
‐
１
０
１
９

地
域
資
源
活
用
フ
ォ
ー
ラ
ム 

ｉ
ｎ 

や
ま
ぐ
ち

■
日
時
／

　

平
成
20
年
２
月
５
日
㈫

　

午
後
１
時
〜
４
時

■
場
所
／

　

ニ
ュ
ー
メ
デ
ィ
ア
プ
ラ
ザ

　
（
山
口
市
熊
野
町
）

■
内
容
／

　

地
域
活
性
化
の
鍵
と
な
る
「
地

　

域
資
源
（
特
産
物
、
観
光
資
源

　

等
）」
の
活
用
に
ス
ポ
ッ
ト
を
あ

　

て
、
地
域
自
ら
が
輝
き
続
け
る

　

方
策
に
つ
い
て
、
基
調
講
演
と

　

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を

　

行
い
ま
す
。（
参
加
費
無
料
）

■
講
師
／

　

松
崎
地
域
計
画
本
舗　

　

代
表　

松
崎 

了
三 

氏

　

ユ
ズ
で
全
国
的
に
有
名
な
馬
路

　

村
ブ
ラ
ン
ド
の
仕
掛
人

■
定
員
／
２
０
０
名
（
先
着
順
）

■
主
催
／

　

山
口
県
、
独
立
行
政
法
人
中
小

　

企
業
基
盤
整
備
機
構

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／

　

平
成
20
年
1
月
25
日
㈮
ま
で
に

　

山
口
県
商
工
労
働
部
商
政
課

☎
０
８
３
（
９
３
３
）
３
１
１
７

　

へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

犯
罪
の
な
い
明
る
い
年
末
年
始
を
！

　

年
末
年
始
は
、
例
年
犯
罪
や
事
故
が
多
発
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
警
察
で
は
、
今
年
も
「
年
末
年
始
特
別
警
戒
」
を
実
施
し

ま
す
。
歳
末
を
安
全
、
平
穏
に
締
め
く
く
り
、
明
る
い
新
年
を

迎
え
る
た
め
、
次
の
こ
と
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

○
侵
入
犯
罪
被
害
の
防
止

　

県
内
で
は
、
侵
入
犯
罪
の
約
４
割
が
無
施

錠
箇
所
か
ら
侵
入
さ
れ
て
い
ま
す
。
外
出
や

就
寝
の
際
は
必
ず
鍵
を
掛
け
ま
し
ょ
う
。

○
ひ
っ
た
く
り
被
害
の
防
止

　

金
融
機
関
か
ら
の
帰
り
道
等
、
多
額
の
現
金
や
貴
重
品
を

持
っ
て
い
る
と
き
は
、
二
人
以
上
で
行
動
す
る
な
ど
、
ひ
っ
た

く
り
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

○
「
振
り
込
め
詐
欺
」
被
害
の
防
止

　

現
金
の
振
り
込
み
を
要
求
す
る
電
話
や

身
に
覚
え
の
な
い
請
求
ハ
ガ
キ
が
あ
っ
た

と
き
は
、
次
の
点
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

・
冷
静
に
対
処
す
る
。

・
個
人
情
報
を
安
易
に
教
え
な
い
。

・
相
手
方
に
連
絡
し
な
い
。

・
家
族
や
警
察
に
相
談
す
る
。

○
金
融
機
関
等
を
狙
う
強
盗
事
件
の
防
止

　

金
融
機
関
や
深
夜
ス
ー
パ
ー
な
ど
の
周
辺
で
、
不
審
な
人
や

車
を
見
か
け
た
と
き
は
、
す
ぐ
に
警
察
へ
通
報
し
ま
し
ょ
う
。

■
大
島
警
察
署
☎
７
２
‐
０
１
１
０　

文
珠
山
頂
で

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
と
も
ち
つ
き

　

12
月
30
日
、
31
日
の
夜
間
、
大

島
の
「
大
」
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
文

珠
山
頂
が
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
ま

す
。

　

ま
た
、
２
０
０
８
年
１
月
１
日
、

文
珠
山
頂
で
は
日
の
出
前
か
ら
地

元
の
文
珠
ク
ラ
ブ
の
皆
さ
ん
に
よ

る
も
ち
つ
き
が
行
わ
れ
、
ぜ
ん
ざ

い
が
振
舞
わ
れ
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
文
珠
ク
ラ
ブ
会

長
舛
永
博
幸
さ
ん
（
☎
７
４
‐

２
９
５
２
）
ま
で

年末年始の火災予防について

　年末年始を迎え火気を使用する機会が多く
なりますが、ちょっとした不注意が原因で火
災が発生しています。火の取り扱いには十分
注意しましょう。
・コンロのそばを離れるときには必ず火を消し
ましょう。
・家のまわりには燃えやすいものを置かないよ
うにしましょう。
・寝たばこやたばこの投げ捨てはやめましょ
う。
・電気器具は正しく使い、たこ足配線はやめま
しょう。
・お出かけ前、お休み前にはもう一度火の元を
確かめましょう。
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周
防
大
島
町
保
健
師

　
　
　
　

行　

田　

美　

穂

（
東
和
保
健
セ
ン
タ
ー
）

Ｃ
型
肝
炎
に
つ
い
て
正
し
く
知
っ
て
い
ま
す
か
？

　　

最
近
「
Ｃ
型
肝
炎
」
と
い
う
こ
と
ば
を
よ
く
耳

に
し
ま
せ
ん
か
？
「
Ｃ
型
肝
炎
」
は
、
Ｃ
型
肝
炎

ウ
イ
ル
ス
の
感
染
に
よ
っ
て
起
こ
る
肝
臓
の
病
気

で
す
。

　

肝
臓
は
、
生
命
を
維
持
す
る
た
め
の
重
要
な
働

き
「
代
謝
」「
解
毒
」「
胆
汁
分
泌
」
な
ど
を
担
っ

て
い
ま
す
。
人
が
生
き
て
い
く
た
め
に
は
健
康
な

肝
臓
で
あ
る
こ
と
が
と
て
も
大
切
で
す
。

Ｃ
型
肝
炎
の
原
因
〜
血
液
か
ら
感
染
〜

　

Ｃ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
は
、
主
に
感
染
し
て
い
る

人
の
血
液
が
身
体
の
中
に
入
る
こ
と
に
よ
っ
て
感

染
し
ま
す
が
、
常
識
的
な
生
活
を
心
が
け
て
い
れ

ば
、
日
常
生
活
の
場
で
感
染
す
る
こ
と
は
ほ
と
ん

ど
な
い
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
ん
な
接
触
で
は
感
染
し
ま
せ
ん
！

○
握
手

○
抱
き
合
う

○
キ
ス
（
唾
液
で
は
感
染
し
ま
せ
ん
）

○
食
器
の
共
有

○
入
浴

　

し
か
し
、
過
去
に
感
染
し
て
い
る
可
能
性
も
あ

り
ま
す
の
で
次
の
方
は
一
度
検
査
を
受
け
る
こ
と

を
お
勧
め
し
ま
す
。

○
肝
臓
病
に
か
か
っ
た
こ
と
や
肝
機
能
が
悪
い
と

　

言
わ
れ
た
こ
と
が
あ
る

○
広
範
な
外
科
的
処
置
（
大
き
な
手
術
な
ど
）
を

　

受
け
た
こ
と
が
あ
る

○
妊
娠
・
分
娩
時
に
多
量
に
出
血
し
た
こ
と
が
あ

　

る
Ｃ
型
肝
炎
は
不
治
の
病
で
は
あ
り
ま
せ
ん

　

Ｃ
型
肝
炎
は
、
自
覚
症
状
が
少
な
く
、
感
染
し

て
も
症
状
が
な
い
場
合
が
多
く
あ
り
ま
す
。
そ
の

た
め
、
慢
性
肝
炎
に
な
り
や
す
く
、
肝
硬
変
、
肝

臓
が
ん
に
進
行
す
る
可
能
性
が
高
く
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
早
い
段
階
で
適
切
に
治
療
す
る
こ
と

で
進
行
さ
せ
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

早
期
発
見
・
早
期
治
療
が
重
要
に
な
り
ま
す
！

　

周
防
大
島
町
で
は
、
基
本
健
康
診
査
と
合
わ
せ

て
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
だ

肝
炎
検
査
を
受
け
た
こ
と
の
な
い
方
は
こ
の
機
会

を
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
／

　

健
康
増
進
課
☎
7
７
‐
５
５
０
４

お知らせ 12月

クリスマス
キャンドルフェスタ

ｉｎくか

◆日時／ 12 月 23 日㈰（祝日）　午後４時～８時（少雨決行）
◆場所／久賀サンロード商店街
◆内容／　
・大型クリスマスツリーによるライトアップ
・ステージイベント（マウンテンマウス、久賀保育園の法王
　太鼓、蒲野保育所のハンドベル、西光寺保育園の合唱、　
　久賀引山太鼓保存会他）
・ジョイカード会イベント（宝くじ交換会、シクラメン交換
　会、ビンゴゲームなど）
・お菓子の無料配布
・ホットバザー　・フリーマーケット
　など、多彩なイベントが開催されます。
◆問い合わせ／クリスマスフェスタ実行委員会
　周防大島町商工会久賀支所　☎７２‐０４７８

平成 20年
周防大島町消防出初式

◆日時・場所／平成 20年１月５日㈯
　・観閲　午前９時 05分から
　　ＪＡ山口大島本所駐車場
　・式典　午前 10時から
　　久賀総合センター

平成 19年　周防大島消防出初式
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◆日時／１月 25日㈮　13：00～ 14：00（受付時間）
◆場所／たちばなケアプラザ
◆対象者／
・平成 16年 12月１日～平成 17年１月 25日生まれの者
・平成 20年１月 25日現在、３歳～４歳未満で未受診者
◆問い合わせ／健康増進課☎７７‐５５０４

３歳児健康診査の
お知らせ

１２月 ５日㈯

21日㈮
おはなし会（絵本の読み聞かせ） 
〈10:00 ～ 11:30 たちばなケアプラザ〉 
1 歳 6か月児健康診査〈13:30 ～ 14:00 たちばなケアプラザ〉

６日㈰ 休日当番医〈山中クリニック☎７２－０１５２〉

22日㈯ ７日㈪

23日㈰ 休日当番医〈山中クリニック☎７２－０１５２〉

８日㈫

健康相談〈10:00 ～ 11:30 しまとぴあスカイセンター〉 
健康相談〈10:00 ～ 11:30 たちばなケアプラザ〉 
健康相談〈10:00 ～ 11:00 東和庁舎〉  
育児相談〈9:30 ～ 11:30 久賀農業者健康管理センター〉 
夜間指導〈18:00 ～ 20:00 竜崎温泉温水プール〉

24日㈪ 休日当番医〈川口医院☎７８－０３０６〉

25日㈫
健康相談〈10:00 ～ 11:30 しまとぴあスカイセンター〉 
健康相談〈10:00 ～ 11:30 たちばなケアプラザ〉 
健康相談〈10:00 ～ 11:00 東和庁舎〉 

９日㈬

10 日㈭ 健康相談〈10:00 ～ 11:00 久賀庁舎〉

26日㈬ 11 日㈮
育児相談〈10:00 ～ 11:30 たちばなケアプラザ〉 
健康相談〈10:00 ～ 11:00 日良居公民館〉 
健康相談〈12:30 ～ 14:00 情島公民館〉

27日㈭ 健康相談〈10:00 ～ 11:00 久賀庁舎〉 12日㈯

28 日㈮ 13 日㈰ 休日当番医〈野村医院☎７６－００１７〉

29日㈯ 休日当番医〈正木内科医院☎７７－００２１〉 14日㈪ 休日当番医〈安本医院☎７３－０８２２〉

30日㈰ 休日当番医〈おげんきクリニック☎７４－２４９０〉

15日㈫
健康相談〈10:00 ～ 11:30 しまとぴあスカイセンター〉 
健康相談〈10:00 ～ 11:30 たちばなケアプラザ〉 
健康相談〈10:00 ～ 11:00 東和庁舎〉 31 日㈪ 休日当番医〈久賀病院☎７２－００７４〉

１月 16日㈬ 育児相談〈10:00 ～ 11:30 東和総合センター〉

１日㈫ 休日当番医〈安本医院☎７３－０８２２〉 17日㈭ 健康相談〈10:00 ～ 11:00 久賀庁舎〉

２日㈬ 休日当番医〈川口医院☎７８－０３０６〉 18日㈮ おはなし会（絵本の読み聞かせ） 
〈10:00 ～ 11:30 たちばなケアプラザ〉

３日㈭ 休日当番医〈嶋元医院☎７４－２３１０〉 19日㈯

４日㈮ 20日㈰ 休日当番医〈正木内科医院☎７７－００２１〉 
パパママ教室〈13:30 ～ 15:30 たちばなケアプラザ〉
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周防大島町交通事故発生状況 
（平成 19 年 11 月 15 日現在）

～ゆっくり走ろう　安全大島～

人身交通事故

件数 死者 傷者

８１ ３ ９４

前年比

＋１８ ＋２ ＋２０

物損事故件数

２６３ 前年比 ー１４

今月の納税

国民健康保険税　第６期分
固定資産税　　　第３期分
納期限　12月 25 日㈫

　　詳細は税務課へ
　　☎７４ー１００８

相談内容 実施日 時間

Ｂ・C型肝炎抗体検査
12月 18日㈫
１月 8日㈫

10：00～ 11：00

骨髄バンク登録検査 １月 8日㈫   9：00 ～ 10：00

エイズ抗体検査 １月８日㈫
  9：00 ～ 10：00
17：00～ 19：00

思春期・ストレス相談 １月 11日㈮ 10：00～ 15：00

心の健康相談 １月 15日㈫ 13：00～ 14：00

１２月・1月の柳井健康福祉センター定例保健事業

※相談・検査は事前に電話予約が必要です。
■問い合わせ／柳井健康福祉センター☎ 0820（22）3631

このコーナーはＰＤＦ版では掲載しておりませんのでご了承ください。
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このコーナーでは、広報発行月に満１歳を迎えるお子さんを紹介しています。
写真は、掲載を希望する保護者から提供していただいています。

発
行
◆
山
口
県
周
防
大
島
町

編
集
◆
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２
０
（
７
４
）
１
０
０
７

印
刷
◆
ダ
ケ
モ
ト
印
刷
㈲ 

周
防
大
島
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.tow
n.suo-oshim

a.lg.jp

Ｅ
メ
ー
ル

seisakukikaku@
tow
n.suo-oshim

a.lg.jp

人の動き（12月１日現在）
人　口 ２０，９８４人 （50人減）

男 ９，４５５人

女 １１，５２９人

世帯数 １０，７３０戸 （18戸減）

山
やま

田
だ

望
の

乃
の

ちゃん
平成 18年 12 月５日生まれ

（橘・油良西）

濵
はまむら

村さくらちゃん
平成 18年 12 月 30 日生まれ

（久賀・山田下）

升
ます だ

田　海
まりん

ちゃん
平成 18年 12 月 18 日生まれ

（橘・江ノ浦東）

　～て～
　手を使いリズムで遊ぶ「手あそび」は準備のいら

ない最良の遊び道具です。次々と新しく覚える必要はあ
りません。赤ちゃんは繰り返しが大好き。お母さんがよ
く知っていて、リラックスして楽しめるものでしっかり
遊びましょう。
　おすすめは、「むすんで　ひらいて」。
　動きが手の発達に大切なグーやパーや拍手で、最後の
ところで手をヒラヒラさせたり、体の部分を教えたりと
赤ちゃんの興味に合わせてバリエーションが広がります。
最初のうちは赤ちゃんを見ながらゆっくり歌って「まねを
する気持ち」を育て、手を上手に使えるようになってき
たら速さを変えたり、バリエーションをつけたりします。
　脳の中の手や指をつかさどる場所とことばをつかさど
る場所はお隣同士。手や指を使えば使うほど脳が刺激を
受けてことばの発達も促されます。

た

（子育て支援センターたちばな）

表
紙
の
写
真

　

12
月
２
日
、「
め
ざ
せ
大

島
ア
ル
プ
ス
！
〜
文
珠
山
‐

嘉
納
山
縦
走
〜
」
が
Ｎ
Ｐ
Ｏ

コ
コ
ロ
と
カ
ラ
ダ
研
究
会
に

よ
り
開
催
さ
れ
、
約
50
人
が

山
歩
き
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

山
頂
か
ら
の
な
が
め
は
も

ち
ろ
ん
、
遊
歩
道
で
は
紅
葉

や
木
の
実
も
目
を
楽
し
ま
せ

ま
し
た
。


